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財務ハイライト

■貸借対照表の概要
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約615万冊所蔵
約13万冊増
約11億円増

総合研究棟（桂）建設
総合研究棟 （農学部、
旧工学部４号館、
法経本館）改修等

センター債務負担金　
約350億円

長期借入金　約5億円

寄附金残額約140億円
未払金相当約142億円
定期預金2億円等

国から出資された土地、
建物、備品等見合い額

■建物等　1,329億円（137億円増）

　17年度の施設整備事業としては、総合研究棟（桂）の建設、アスベスト

対策事業による建物改修や総合研究棟（農学部、旧工学部4号館、法経

本館）の改修を行っています。  

■図書　307億円（11億円増）

　本学にとって重要な財産のひとつです。 17年度は約13万冊購入し、

17年度末の蔵書は、約615万冊となっています。

■現金及び預金　298億円（68億円増）

　寄附金残額約140億円（任天堂（株）相談役山内氏からの寄附金40億

円を含む）、未払金相当約142億円、定期預金2億円等です。

平成17年度末の貸借対照表の概要は上表のとおりですが、特筆すべき点は以下のとおりです。

■借入金　355億円（216億円減）

　借入金は、国立大学財務・経営センター債務負担金（約350億円）と長

期借入金（約5億円）があります。17年度には、補正予算により長期借入

金約183億円を返済しています。

　国立大学財務・経営センター債務負担金は、法人化前に財政投融資資

金を財源として取得した附属病院の資産等に係る借入金で、償還期限は

平成37年度です。

　長期借入金は、附属病院における設備充実（16年度：内視鏡手術シス

テム、17年度：浅在部放射線治療システム）のため法人化後に国立大学

財務・経営センターから借り入れたものです。 

■長期未払金　108億円（93億円増）

　16年度に引き渡しを受けた福利・保健管理棟（桂）、総合研究棟（南部）

等のＰＦＩ事業に係る未払金です。

ＰＦＩ事業の未払金　
（桂）福利・保健管理棟
（南部）総合研究棟等

16年度の利益剰余金

17年度の利益剰余金
＝当期総利益

平成17事業年度決算

負債・資本合計     3,919資産合計            3,919


